
倶知安町地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

１便当たりの平均乗車数を4.0人以上とし、定量的な目標については、
下記の系統で設定し、総平均乗車数を１便当たり5.6～6.0人以上とする
①東西ルート：4.6人、 ②東西ルート臨時：4.0人、 ③東西ルート（旭ヶ
丘）：7.4人、④東西ルート（臨時・旭ヶ丘）：7.3人、⑤南北ルート：4.4人、
⑥南北ルート（臨時）：6.3人、 ⑦南北ルート（旭ヶ丘）：7.5人、⑧南北
ルート（臨時・旭ヶ丘）：6.9人

協議会開催状況
生活交通確保維持改善計画の目標

平成29年５月29日 第25回協議会を開催
・平成28年度（4～3月）の運行実績 ほか
平成29年7月25日 第26回協議会を開催
・じゃがりん号のルート・ダイヤ改正について
・地域内フィーダー系統確保維持計画の承認
・自家用有償運送の変更登録（ルート変更）
平成29年10月31日 第27回協議会を開催
・自家用有償運送更新登録申請について
平成30年１月15日 第28回協議会を開催
・平成29年度の事業評価について

平成29年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

倶知安町は幹線の要衝として各市町村へのＪＲ・路線バス網があるも
のの、市街地における生活需要に対応した公共交通の整備が課題で
あったことを踏まえ、平成21年度より３年間、まちなか循環バス“じゃが
りん号”を実証運行し、一定程度の需要の見通しが立った平成24年４月
より通年運行している。本町の市街地に居住する高齢者や乳幼児を伴
う主婦層などの生活交通需要に対応し、公共交通不便地域の解消、安
全安心の公共交通利用の文化構築、中心市街地における賑わい創出
と経済振興を目的とする。

市街地を大きく２つのルートに設定し、それぞれにおいて、旭ヶ丘公園経由の便や臨時ルート便を設定
①東西ルート 平日５便・土日祝４便 ⑤南北ルート 平日５便・土日祝４便
②東西ルート臨時 平日２便・土日祝２便 ⑥南北ルート（臨時） 平日２便・土日祝２便
③東西ルート（旭ヶ丘） 平日１便・土日祝１便 ⑦南北ルート（旭ヶ丘） 平日１便・土日祝１便
④東西ルート（臨時・旭ヶ丘） 平日２便・土日祝２便 ⑧南北ルート（臨時・旭ヶ丘） 平日２便・土日祝２便

地域公共交通の現況

・ＪＲ函館本線 倶知安駅、普通列車発着32本
・ニセコバス 幹線２路線（３系統）

町内１路線（２系統）
・道南バス 幹線２路線（３系統）

町内３路線（５系統）
・スクールバス ６系統（うち４系統において無料

住民利用を実施）
・ハイヤー ２社（稼動台数23台）



平成29年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

●利用頻度が多い高齢者などに対し、無料乗車券を配布し、新規利用者の掘り起こしや利用の促進
●快速じゃがりん号の実証運行を６カ月間実施し、新規利用者の拡大と、既存２ルートとの共存による利便
性向上
●安全安心な公共交通を確立すべく、運転手との意見交換会の実施

２

２）運行系統



３

３）利用実績

４）収入実績

10月 11月 12月 1月 2月 3月 ※単位：人

H27年度 2,733 3,417 4,706 4,145 3,918 3,744

H28年度 2,491 2,890 4,481 3,732 4,053 3,711

H29年度 2,580 3,304 3,934 3,403 3,321 3,506

4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

H27年度 2,545 2,269 2,303 2,343 2,124 2,220 36,467

H28年度 2,808 2,363 2,383 2,329 2,426 2,631 36,298

H29年度 2,561 2,239 2,427 2,226 2,217 2,339 34,057

10月 11月 12月 1月 2月 3月

H27年度 236,470 274,422 382,662 320,600 297,906 257,660

H28年度 215,400 251,910 355,130 284,030 306,161 277,452

H29年度 190,300 242,000 291,800 259,420 247,311 232,900

4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

H27年度 214,601 169,200 177,000 192,100 179,300 174,252 2,876,173

H28年度 212,300 181,800 199,160 176,000 196,201 166,400 2,821,944

H29年度 200,301 174,000 194,750 190,350 187,501 149,200 2,559,833

■協賛広告収入（単位：円）

協賛広告

H27年度 814,000

H28年度 180,000

H29年度 682,000

■運賃収入（単位：円）



６）目標・効果達成状況

夏期には徒歩や自転車の利用で、バス利用者が少なく
なるが、冬期に利用者が増加する傾向にあった。系統別
の平均乗車数の定量的な目標は、２系統のみ目標を達
成しており、残りの６系統は目標を下回る結果となった。

４

７）事業の今後の改善点

【利用促進・利便性】
○新しい利用者の掘り起こしによる、お試し券（無料乗車券）
の配布
○これまでの乗降結果、利用者のライフスタイルに合わせた
ルート・ダイヤの検討

【財源確保】
○車体への協賛広告など、大手企業からの広告収入の検討

快速じゃがりん号（実証運行）の運行において、６カ月間で
5,286人、合計39,343人が利用する結果となり、利用の内需の
引き起こし、短時間で目的地に到着するルートの設定など、利
用者のニーズを引き起こす結果となった。

通年運行開始から５年が経過し、利用者の固定化が見え始
めていることなど、新規利用者の掘り起こしや、運行実績や快
速じゃがりん号の実証結果などを踏まえたルート及びダイヤ
の改正などを検討していく必要性がある。

（平成30年度分と併せて評価）

計画どおり事業は適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局における二次評価結果

系統名
平均乗車数
目標／実績

系統名
平均乗車数
目標／実績

東西ルート 4.6人／3.9人 南北ルート 4.4人／3.2人

東西ルート
臨時

4.0人／3.5人 南北ルート
臨時

6.3人／6.9人

東西ルート
・旭ヶ丘

7.4人／6.4人 南北ルート
・旭ヶ丘

7.5人／7.5人

東西ルート
臨時・旭ヶ丘

7.3人／6.0人 南北ルート
臨時・旭ヶ丘

6.9人／6.7人

系統別平均乗車数 5.6～6.0人以上／4.8人


